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今年度の夏の学習プログラムは､『弥生土器をつくろう（7/23．8/17)』と『勾

玉をつくろう（8/21 ．8/22)』の2講座を開催しました。当館は現在、耐震改

修工事中のため、津山弥生の里埋蔵文化財センターを会場に弥生土器づくりと勾

玉づくり、そして当館裏庭で土器の野焼きを行いました。

参加者の皆さんは、それぞれの講座を熱心に取り組まれ、とても素敵な勾玉や

弥生土器を作りました｡出来上がったものは､夏休みの宿題や宝物にするそうです。
次に、感想文の一部を紹介します。

鋤壷莚つ蕊ろう
－

〆新野小1年大畑那智さん
、

たのしかった。みがくのがたのしかっ

た。きれいになったのがたのしかった。
けずるのがたのしかった。
L ノ

大崎小1年岡本瑚舂さん

けずるのがむずかしかったけど、たの

しかったです。
ノ

、
ノ

高野小2年近藤佑音さん

けずるのがたいへんでした。キレイに
なってよかったです。

、
ｈ
‐
ノ

’
北小2年菅田柚希さん

みがいてだんだんきれいになっていく

のが楽しかったです。

高倉小2年金谷瑛士さん
やすりでけずるのがむずかしかつ

I

I
‐、

東小3年中嶋心美さん

さいしょはかんたんに作れるかなと思

いました。でもみがくのに力がいるの

でむずかしかったです。さいごにきれ

いなまが玉ができてうれしかったで

す。またまが玉を作りたいです。
ノI1麟議灘雲

〆 、

弥生小4年中村公美さん

まが玉吐手につくれてよかったです｡」bL

弥生小4年中村公美さん

まが玉力$上手につくれてよかったです。

南小3年日下楓太さん

お兄さん（博物館実習生）がいたの
で星の形がつくれました。

、

■

／ －、

誠道小3年葛間奏汰さん

勾玉作りがこんなに大変なことをしり

ました。形をととのえるところが大変

でした。でもいろいろなことを知りま

した。たのしかったです。
、 ノ」（

棚
を凶

、
ノ

高倉小4年金谷琴音さん

むずかしかったけど楽しかった。また
やってみたいと思いました。

弥生小4年内田菜さん

手がまつ白になってつるつるすべりま
両

’
鶴山小5年芦田真呼さん

丸にするのはむずかしかったけど、だ

んだん形になってきてよかった。

麟驍瀞…1
秀実小5年岩本葵さん

けずるのにとっても力がいる。最後に

とってもつるつるになった。

〆 ~、

弥生小5年芦田越瑠さん

糸のこぎりで切るのがなかなか下にい

かなかった。けずってみがくのが大変

だったけど、とてもいい勾玉が出来た。

〆

｜
弥生小6年小山賢太さん

石をけずるのは難しかったけど、がん

ばってけずれて楽しかった。
L

弥生小6年小山賢太さん

石をけずるのは難しかったけど、

ばってけずれて楽しかった。

鶴山小6年万代小百合さん

かどをけずるのを頑張った。形を整え

るのがむずかしかった。ノ史

′ 、

佐良山小5年福井彩乃さん

形をつくるのがとても難しくて、表面を

きれいにととのえるのもとても難しかっ

た。あと、昔の人はこんなものを作っ

ているのは、とてもびっくりしました。 ノI K』‐

邨も［叩吋
基子8，$丘
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’南小5年日下由奈さん

土器を作るのに手がよごれたり、うまく作れなかったりしてむずか

しかったです。でも、ちゃんと思うようにできたのでよかったです。

楽しかったです。災で土器を焼くので、土器がわれるか心配でした。

われてなかったらしいと思います。火おこしをするのに、尖がつき

ませんでした。力かげんとかいきおいが大切だと聞いたけど、やっ

ぱりむずかしかったです。

-J

、

広戸小5年谷口幸之助さん

土器を作る時、コツをおぼえるのがむずかしくて、3時間もやって

しまったけど、いいぐらいにできた。いっぱい作れていっぱい使え

るように工夫Lﾉて作れたからいいし、火おこし体験も1回しかつか

なかったけど、とても楽しかったです。来年もやって、次は、いい

作品を作りたいです。

、〆

弥生小6年土倉彩恵子さん

ねん土で形を作った時は、上に重ねるねん土が重くてずれそ

うになって大変でした｡イニシャルをつけるのは楽しかったです。

野焼きをする時は、土器を火の中に直せつ入れたので、こわ

れそうか心配だったけど、こわれなかったので良かったです。

災起こしは､手がいたかったけど､火がついたので達成感があっ

て楽しかったです。

_J土

1
〆

広戸小6年谷口友望さん

弥生士器を作る時は、意外に難しかったけど、やって慣れてく

るとすごくかん単だった。中に入れて外に出したりの調節が難

しかった。でも作っていたら楽しかった。野焼きは自分で土器

を置いていくのはすごく熱かった。尖起こしは、いつまでやっ

ても火がつかなくてすごく難しかった。けむりは出ても全然火

はつかなかった。手と足がすごくいたかった。最初は全然でき

なかった。

．
～

J や

戸

広戸小6年加田陽一さん

弥生十器は作る時は、すき間ができないよ

うにするところやできるだけ大きくするとこ

ろに気をつけたり、できるだけ早くすること

に気をつけた。焼く時は温度変化に気をつ

けて、最初は遠い所から置くところに気を

つけた。火起こしでは火種が消えないよう

にはなれないようにした。他にも土台がは

なれないように手で土台をおさえるところに

気をつけました。尖がつくまで苦労したけど、

4回もついたからうれしかったです。またや

りたいです。

（

”
臘
蝋
↑

鳳
側
郡
測
、
．

研陛場漂I

睦電 雫
－少一

（
、

広戸小6年鈴木健心さん

案外、土器を作るのは難しくて、何回もや

りなおしてやったけど、丸くすることができ

なかった。丸くするとき遠りょしてやったか

ら丸くならなかった。火起こしをする時に、

最初はけむりを起こすのも難しかったけど、

力強く素早くしたらけむりや粉がよく出てき

て､もっとやっていると、火種がよくでてきて、

火をつけることができた。土器を作るところ

から災起こしまで全部楽しかったので‘また

やる機会があればやりたい。

渥つくろう
0m3
＝ー

飛

3
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〆 、

l雄"輻程認
五
一
位

■

8月16日～24日の期間、博物館実習生を受け入れました。本年度は、耐震改修工事で休館中の

ため、展示関係の実習はできませんでしたが、資料の整理や、小学生向け講座の手伝いなどを中心に

実習を行いました。

／ 、
岡山大学文学部人文学科三年松田拓磨さん

私は、今回大学の学芸員過程のカリキュラムに含まれる「博物館実習」の授業とLﾉて、津山郷土博

物館の実習に参りました。実習の期間は8月16日～24日の間の平日の七日間でした。

実習では、和綴り本の修復や巻子、掛軸の取り扱い、津山市の地図の撮影、倭文神社の宮司の家

柄である為貞家の古文書整理、土器焼体験と勾玉づくりの補助を行い、博物館業務の内実を肌で感

じることが出来ました。

中でも特に印象に残っているのが、勾玉づくり体験の補助と為貞家文書の整理作業です。勾玉づく

り体験では、参加された方に勾玉の概要と作り方の説明をさせて頂きました。人前で説明することに

慣れていない為説明は不出来な物となりましたが、おかげで、どの様に話せば興味を持って間いて

もらえるのか、どうすれば分かり易く説明できるかなどの反省に繋がりました。

もう一つ挙げました為貞家文書の整理は、私自身が倭文の出身で自分の地域に関連する古文書を

読むのが楽しかったという事と、日本史を専攻じている事もあって印象深かったです。この為貞家文

書を読んだことで、地方史料の整理・保存や史料の研究を地域にどう還元しﾉていくかなど、新たな関

心や視点を持つ事が出来ました｡この関心と視点を今後の日本史研究にも活かじでいけたらと思います。

最後になりましたが､津山郷土博物館での実習を通じて､博物館業務の「整理保存」や「教育｣､｢調

査・研究」について学ぶことが出来、大変貴重な経験を積むことが出来ました。

実習中お世話になりました皆様厚く御礼申し上げます。

L ノ

極
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は
じ
め
に

日
本
で
は
、
仏
教
徒
の
死
後
に
１
周

忌
・
３
回
忌
・
７
回
忌
：
と
年
忌
法
要

が
行
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
歴

代
将
軍
の
年
忌
法
要
を
、
徳
川
家
だ
け

で
な
く
諸
大
名
ま
で
も
が
、
自
ら
の
領

国
内
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
管
見
で
は
、

萩
藩
毛
利
家
・
鳥
取
藩
池
田
家
・
岡
山

藩
池
田
家
な
ど
に
お
け
る
祭
祀
の
実
態

が
、
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
（
末
尾
の
参
考
文
献
参
照
）
。
津

山
藩
松
平
家
に
お
い
て
も
、
歴
代
将
軍

の
年
忌
法
要
を
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず
行
っ
て

い
た
様
子
が
、
同
家
の
「
国
元
日
記
」

か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

歴
代
将
軍
の
埋
葬
と
法
要

徳
川
家
の
歴
代
将
軍
は
、
日
光
に
埋

葬
さ
れ
た
初
代
家
康
と
３
代
家
光
、
江

戸
時
代
に
は
亡
く
な
ら
な
か
っ
た
賜
代

慶
喜
を
除
く
と
、
芝
の
増
上
寺
か
上
野

の
寛
永
寺
に
葬
ら
れ
、
霊
廟
（
故
人
の

霊
を
祀
る
建
物
）
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
康
は
増
上
寺
と
寛
永
寺
に
、

家
光
は
寛
永
寺
に
霊
廟
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
川
家
の
法
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
廟

の
あ
る
寺
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
津

山
で
松
平
家
が
法
要
を
行
う
場
合
は
、

江
戸
で
の
寺
院
の
区
別
に
倣
い
、
浄
土

津
山
藩
に
お
け
る
徳
川
家
歴
代
将
軍
の
年
忌
法
要

宗
の
増
上
寺
に
祀
ら
れ
た
将
軍
は
同
宗

の
泰
安
寺
（
西
寺
町
、
元
文
４
年
〈
１

７
３
９
〉
以
前
は
浬
梁
寺
と
称
す
）
で
、

天
台
宗
の
寛
永
寺
に
祀
ら
れ
た
将
軍
は

同
宗
の
地
蔵
院
（
小
田
中
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

津
山
で
の
法
要
の
手
順

で
は
、
法
要
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
７
回

忌
法
要
の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。○

正
徳
５
年
正
月
⑩
日
常
窓
院
（
５

代
綱
吉
）
７
回
忌
法
要

ふ
ゎ
ょ
こ
う

、
２
日
前
“
法
要
当
日
の
鳴
物
高
声
停

じ止
の
触
書
発
布
。
白
銀
晦
枚
・
白

米
皿
俵
な
ど
の
供
養
料
が
地
蔵
院

へ
。

・
当
日
卵
未
明
か
ら
惣
奉
行
の
渥
美
図

書
（
家
老
）
以
下
藩
士
過
名
が
地

蔵
院
に
詰
め
る
。

８
名
の
僧
侶
に
よ
り
、
卯
上
刻
（
午

前
５
時
半
頃
）
～
巳
中
刻
（
午
前

加
時
頃
）
に
法
要
。

し
上
よ

地
蔵
院
に
は
薯
預
（
山
芋
）
訓
本
、

僧
侶
に
金
２
０
０
疋
ず
つ
の
布
施

と
茶
の
ふ
る
ま
い
。

四
半
時
（
午
前
ｎ
時
頃
）
に
藩
主

が
参
詣
、
白
銀
別
両
の
香
典
持
参
。

帰
城
の
後
、
地
蔵
院
詰
め
の
藩
士
た

ち
へ
藩
主
の
労
い
の
言
葉
が
伝
達
。

藩
領
内
外
の
睡
蕊
・
替
葬
（
当
時
、

盲
目
の
男
女
を
指
す
語
）
３
１
５

人
に
布
施
と
し
て
、
総
額
で
銀
２

貫
１
４
９
匁
５
分
を
配
布
。

○
享
保
３
年
加
月
以
日
文
昭
院
（
６

代
家
宣
）
７
回
忌
法
要

、
７
日
前
“
寺
院
詰
の
藩
士
に
申
渡
し
。

、
３
日
前
》
法
要
当
日
の
鳴
物
高
声
停

止
の
触
書
発
布
。

・
当
日
牢
惣
奉
行
の
安
藤
主
殿
（
家
老

見
習
）
以
下
藩
士
四
名
が
浬
藥
寺

に
詰
め
る
。

８
名
の
僧
侶
に
よ
り
法
要
を
実
施

（
時
間
帯
不
明
）
。

四
時
（
午
前
加
時
頃
）
に
藩
主
が

参
詣
、
白
銀
５
枚
の
香
典
持
参
。

供
養
料
は
前
例
の
通
り
。

浬
渠
寺
に
は
薯
積
１
折
、
僧
侶
に

金
２
０
０
疋
ず
つ
の
布
施
。

○
宝
暦
７
年
６
月
加
日
有
徳
院
（
８

代
吉
宗
）
７
回
忌
法
要

・
７
日
前
一
寺
院
詰
の
藩
士
に
申
渡
し
。

法
要
実
施
の
廻
状
発
布
。

・
当
日
》
白
銀
３
枚
・
白
米
２
俵
な
ど

の
供
養
料
が
地
蔵
院
へ
。

未
明
か
ら
惣
奉
行
の
安
藤
敦
負
（
家

老
）
以
下
藩
士
８
名
が
地
蔵
院
に

詰
め
る
。

ｎ
名
の
僧
侶
に
よ
り
、
卯
中
刻
（
午

前
６
時
頃
）
か
ら
法
要
開
始
。

地
蔵
院
以
外
の
僧
侶
に
金
１
０
０

疋
ず
つ
の
布
施
。

藩
領
内
外
の
座
頭
・
瞥
女
２
４
２

人
に
布
施
と
し
て
総
額
で
銀
７
６

９
匁
５
分
を
配
布
。

○
明
和
４
年
６
月
哩
日
惇
信
院
（
９

代
家
重
）
７
回
忌
法
要

、
９
日
前
誰
寺
院
詰
の
藩
士
に
申
渡
し
。

、
３
日
前
“
法
要
実
施
の
廻
状
発
布
。

、
前
日
》
申
中
刻
（
午
後
４
時
頃
）
か

ら
泰
安
寺
に
て
僧
侶
の
み
で
読
経

な
ど
の
儀
式
実
施
。

④
当
日
》
白
銀
３
枚
・
白
米
２
俵
な
ど

の
供
養
料
が
泰
安
寺
へ
。

未
明
か
ら
惣
奉
行
の
大
熊
兵
庫
（
年

寄
見
習
）
以
下
藩
士
８
名
が
泰
安

寺
に
詰
め
る
。

８
名
の
僧
侶
に
よ
り
、
卯
中
刻
（
午

前
６
時
頃
）
か
ら
未
刻
（
午
後
２

時
頃
）
ま
で
法
要
。

・
２
日
後
や
藩
領
内
外
の
座
頭
・
瞥
女
（
人

数
不
明
）
に
布
施
と
し
て
総
額
で

銀
２
貫
型
匁
（
直
後
の
有
徳
院
Ⅳ

回
忌
分
と
の
合
計
額
）
を
配
布
。

時
期
に
よ
っ
て
日
記
の
書
き
ぶ
り
が

異
な
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は
で
き
ま

小

島
徹

5
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「
国
元
日
記
」
の
通
覧

津
山
藩
松
平
家
の
「
国
元
日
記
」
を

通
覧
し
て
、
同
家
が
津
山
で
実
施
し
た

将
軍
の
法
要
を
ま
と
め
た
の
が
、
７
頁

の
表
で
す
。
こ
の
表
か
ら
ま
ず
わ
か
る

の
は
、
泰
安
寺
と
地
蔵
院
と
で
幻
～
”

回
忌
の
祀
り
方
が
異
な
る
点
で
す
。
泰

安
寺
で
は
詔
回
忌
・
幻
回
忌
、
地
蔵
院

で
は
皿
回
忌
・
妬
回
忌
と
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
で
も
宗
派
や
地
域
に
よ
っ

て
相
違
が
あ
る
よ
う
で
す
。

次
に
気
付
く
の
は
、
家
康
だ
け
は
２

寺
い
ず
れ
も
が
祀
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
泰
安
寺
で
は
家
康
の
こ
と
を

「
安
国
院
様
」
と
法
名
で
呼
ぶ
の
に
対
し

て
、
地
蔵
院
で
は
神
と
し
て
祀
ら
れ
た

家
康
の
神
号
「
東
照
宮
」
を
用
い
、
法

せ
ん
。
た
だ
、
供
養
料
や
布
施
の
額
、

寺
院
詰
の
藩
士
の
人
数
な
ど
に
は
相
違

が
見
ら
れ
ま
す
が
、
当
日
の
僧
侶
に
よ

る
式
典
は
早
朝
か
ら
昼
前
も
し
く
は
昼

過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
、
藩
主
が
在
国
の
場

合
は
、
そ
の
後
に
藩
主
が
参
詣
し
て
終

了
と
い
う
手
順
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で

す
（
宝
暦
７
年
・
明
和
４
年
は
、
と
も

に
藩
主
が
江
戸
参
勤
中
）
。
終
了
後
は
、

座
頭
・
瞥
女
に
布
施
と
称
し
て
銀
子
を

配
る
慣
習
だ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
藩

主
松
平
家
の
吉
凶
時
に
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

法
要
記
事
の
欠
落
事
例

そ
れ
か
ら
、
行
わ
れ
る
べ
き
時
期
に

法
要
の
記
事
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

次
の
４
つ
で
す
。

①
元
禄
昭
年
の
大
猷
院
（
３
代
家
光
）

帥
回
忌
②
同
年
の
厳
有
院
（
４
代

家
綱
）
虹
回
忌
③
正
徳
５
年
の
東

照
宮
（
初
代
家
康
）
１
０
０
回
神
忌

④
明
治
３
年
の
温
恭
院
（
過
代
家
定
）

肥
回
忌

①
と
②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
の
「
国

元
日
記
」
が
、
文
化
６
年
（
１
８
０
９
）

の
津
山
城
本
丸
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た

も
の
を
、
残
存
記
録
か
ら
補
っ
た
も
の

で
あ
り
、
し
か
も
１
０
０
年
以
上
前
の

出
来
事
で
あ
る
た
め
、
法
要
が
実
施
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
存
記
録
で

は
補
え
ず
に
忘
れ
去
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
地
蔵
院
が
取
越
で

行
う
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
２
０
０
回

神
忌
の
例
で
推
測
さ
れ
る
前
年
９
月
だ

要
も
「
御
神
忌
」
と
称
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

２
寺
が
同
時
に
祀
る
の
で
は
な
く
、
「
取

越
」
と
称
し
て
ど
ち
ら
か
が
早
め
に
法

要
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
早
め
方
に

も
寺
院
に
よ
る
相
違
が
あ
っ
て
、
泰
安

寺
で
は
１
か
月
、
地
蔵
院
は
７
か
月
で

す
し
、
ど
ち
ら
が
早
め
る
か
に
も
、
何

ら
か
の
規
則
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

け
で
な
く
、
前
年
正
月
～
当
年
４
月
の

「
国
元
日
記
」
を
調
べ
て
も
、
実
施
記
事

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
定
か
な
こ
と
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
地
蔵
院
内

に
東
照
宮
の
神
忌
を
行
え
る
施
設
が

整
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

④
に
つ
い
て
は
、
時
代
が
変
わ
り
、

徳
川
家
を
崇
敬
す
る
行
為
が
輝
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
廃
止
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
前
年

の
明
治
２
年
に
は
慎
徳
院
（
哩
代
家
慶
）

Ⅳ
回
忌
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
日

前
に
金
子
と
白
米
が
泰
安
寺
へ
下
賜
さ

れ
、
当
日
は
「
若
殿
様
（
康
倫
）
」
が
泰

安
寺
に
参
詣
し
た
と
記
さ
れ
る
だ
け
で

あ
り
、
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
た
江
戸

時
代
の
法
要
記
事
と
は
雲
泥
の
差
が
あ

り
ま
す
（
当
時
、
藩
知
事
慶
倫
は
上
京

中
で
国
元
不
在
）
。
こ
れ
も
、
単
に
記
録

を
省
略
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
法

要
の
規
模
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と
の

現
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
慶
応
４
年
８
月
の

昭
徳
院
（
辿
代
家
茂
）
３
回
忌
は
、
新

政
府
軍
が
各
地
の
旧
幕
府
軍
を
制
圧
し

つ
つ
あ
る
中
で
、
以
前
と
同
様
の
規
模

で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
津
山
藩
に

お
け
る
歴
代
将
軍
年
忌
法
要
の
実
質
的

な
最
後
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

参
考
文
献

・
谷
口
眞
子
「
岡
山
藩
に
お
け
る
将
軍

回
忌
法
要
の
恩
赦
」
今
史
観
』
１
６
５
，

２
０
１
１
年
）

・
岸
本
覚
「
萩
藩
に
お
け
る
歴
代
徳
川

将
軍
家
祭
祀
」
（
『
季
刊
日
本
思
想
史
』

沼
、
２
０
１
１
年
）

．
同
「
鳥
取
藩
に
お
け
る
歴
代
将
軍
年

忌
法
事
と
大
雲
院
」
（
『
季
刊
日
本
思

想
史
』
鑓
、
２
０
１
７
年
）

お
わ
り
に

他
藩
に
お
け
る
将
軍
法
要
の
研
究
で

は
、
藩
と
実
施
寺
院
と
の
連
携
だ
け
で

な
く
、
江
戸
の
増
上
寺
や
寛
永
寺
と
実

施
寺
院
と
の
緊
密
な
や
り
と
り
の
存
在

や
、
実
施
寺
院
を
頂
点
と
す
る
領
内
各

宗
派
の
寺
院
の
格
付
け
・
編
成
の
様
子

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る
恩
赦
や
鳴
物
停
止
令

に
よ
っ
て
、
将
軍
の
権
威
が
強
調
さ
れ

る
仕
組
み
も
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
資

料
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
津
山
藩
に

お
い
て
も
同
様
の
視
点
か
ら
個
々
の
事

例
を
検
証
し
、
ま
た
時
期
に
よ
る
変
遷

の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
将
軍
の
死
は
、
巧
み
に

政
治
的
に
利
用
さ
れ
、
幕
府
と
諸
藩
に

よ
る
支
配
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。
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津山藩松平家において執行された徳川家歴代将軍の年忌法要

※出典は津山藩松平家文書｢国元日記｣｡期間は元禄11年(1698)の松平家津山拝領から明治4年(1871)の廃藩置県までとし､その範囲外の年忌は｢一｣で示した｡それぞれ上から順に､実施年･西暦実施寺
院(和暦の改元年は改元前後で表記を変更)｡21～27回忌は地蔵院と泰安寺との間に相違が見られ､行わない年忌には｢◆jを付した｡それ以外の年忌で確認できなかったものは､行われるべき年の下に｢無」

家慶･家定･家茂の年忌は､発喪の日付を基準にしているため､没年月日の下にその日付を明記｡｢取越｣と称して早く行われた年忌は､実施年月を記した。と記した｡また､家治．

27回忌 33回忌 50回忌 100向忌 250回忌院号 1周忌 3回忌 7回忌 13回忌 17回忌 21回忌 23回忌 25回忌 150回忌 200回忌代数 将軍名 没年月日

正徳5
1715

浬盤寺

明和2．3
1765

~塞要零

文化12
1815

幕要等

元治2．3

安国院元和2(1616)4/17 1865

襄要等
家康1

班
怖
一
無

明和2
1765

晒蔵院

文化11．9
1814

地蔵院

慶応元

(東照宮神忌） 1865

地蔵院

享保16
1731

浬桑寺

安永10
1781

塞要等

迦
耐
一
》

秀忠 台徳院寛永9(1632)正/242

元禄13
1700

無

寛延3
1750

地蔵院

寛政12
1800

地蔵院

嘉永3
1850

地蔵院

一 ー家光 大猷院慶安4(1651)4/203

宝永元
1704

地蔵院

安永8
1779

地蔵院

文政12
1829

地蔵院

元禄13
1700

無

正徳2
1712

地蔵院

享保14
1729

地蔵院
厳有院|延宝8(1680)5/8 ◆家綱 ◆4

宝暦8
1758

地蔵院

文化5
1808

地蔵院

宝永8
1711

地蔵院

５
５
院

徳
両
蔵

正
１
地

享保6
－－

1721

享保10
1725

地蔵院

享保14
1729

地蔵院

享保18
1733

地蔵院

６
１
院

垂
池
轤

安政5宝永7
1710

地蔵院
綱吉 常憲院宝永6(1709)正/10 ◆ ◆ 1858

地蔵院

5

地蔵院

享保9
1724

浬薬寺

享保13
－

1728

迦
魎
一
鍔

》
一
桝
一
》

宝暦11
1761

黍要等

文化8
1811

泰安寺

文久元
1861

泰安寺

正徳3
1713

浬盤寺

正徳4
1714

郵
一
岬
砺

享保3
1718司 家音 文昭院正徳2(1712)10/14 ◆ ◆6

浬薬寺 浬盤寺 浬盤寺

皇遅1且
1728

浬盤寺

享保17
1732

浬薬寺

５
８
寺

享
刈
安

延
１
泰

享保2
1717

厘蕊等

｜
祁
一
鍔

３保言子 遡
榧
一
曇

元文3 ２
２
寺

保
測
安

寛
１
泰

明和2
1765

泰安寺

文化12
1815

泰安寺

慶応元

家継 有章院正徳6(1716)4/30 ◆ ◆7 1738

浬鑿寺

1865

泰安寺

宝暦7
1757

宝暦13
1763

地蔵院

明和4
1767

地蔵院

明和8
1771

地蔵院

安永4
－

1775

天明3
1783

地蔵院

寛政12
－－

1800

遡
唖
一
》

》
一
榧
一
幟

宝暦3
1753

地蔵院

一

一
示

圭
ロ 有徳院寛延4(1751)6/20 ◆ ◆8

地蔵院

文化7

地蔵院地蔵院
一

明和4 安永2
1773

泰安寺

６
７
寺

永
刀
安

安
１
泰

天明7
1787

泰安寺

寛政5
1793

泰安寺

万延元
1860

襄要等

宝暦12
1762

泰安寺

宝暦13
1763

泰安寺

天明3

家重 惇信院宝暦11(1761)6/12 ◆ ◆9 1783

泰安寺

1810

泰安寺

1767

泰安寺

一
幟

２
２
和
帥

吉
子
も
Ｉ

文化3 文化7
1810

地蔵院

文政元
1818

地蔵院

天保6

癖

８
８

明
８７

天
１

寛政4 寛政10
1798

通蔵蔭
淺明院天明6(1786)8/25

発喪:9/8

天明7
1787

地蔵院

家治 ◆ ◆10 1792
－

地蔵院

1806

通蔵蔬
1835

地蔵院

天保13 天保14
1843

地蔵院

弘化4
1847

地蔵院

嘉永6
1853

地蔵院

４
７
院

政
妬
蔵

安
１
地

万延2

1861

地蔵院 職

２
５
治
師

一
元
１
．

一

文恭院|天保'2('84')閏正/”法要実施は正月

◆家斉 ◆11 1842
－

地蔵院

２
５
寺

政
砺
安

安
１
泰

安政6
1859

泰安寺

慶応元
1865

泰安寺

明治2
1869

泰安寺

遡
侭
一
》

棚
燕
脚
ｇ
Ｐ
－
ｏ
ｚ
Ｏ
ｂ
ｍ

慎徳院嘉永6(1853)6/22
発喪:7/22

家慶12

万延元
1860

地蔵院

元治元
1864

地蔵院

明治3
1870

鉦

安政6
1859

班藤原
家定 温恭院 安政5(1858)7/6

発喪;8/8

13 ー

慶応4
1868

泰安寺

慶応3
1867昭徳院慶応2(1866)7/20

発喪:8/20

家茂14 ー＝

泰安寺｜泰安寺｜
一 1 － ’ － 1 － 1 － 1 － 1 一 I 一 I 一 I － 1 － 1 － 1 － 1 － ’ －151慶喜 ｜(神葬）大正2(1913)11/22
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日麟韮ついて…調囚醐

2月20B(水）に予定しておりました古文書講座第8回の日程を、会場の都合などに

より翌日の2月21日（木）に変更させていただきます。
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烏取市歴史博物館で9月29日～1 1月1 1日まで開催される「明治維新150年記念

鳥取の明治維新」に資料を貸し出しています。当館からの出品資料は「天保山諸家警備之

図｣、 「大政奉還上意書写｣、 「大政奉還勅許の沙汰書写」の三点です。
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天保山諸家警備之図
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休館中のご案内

［資料閲覧］

閲覧可能日：月I曜日～金曜日（要予約）

（祝日・年末年始は除く）の午前9時～午後5時

［頒布資料について］

当館発行の頒布資料につきましては、原則郵便にて

受け付けます。詳細はお問合せください。

鱗博土 博物館だより｢つはく」
No.98平成30年10月1日
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